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はじめに 
 

 環境省は、2004 年末に、環境ホルモン対策方針 SPEED98（98 年５月に、それ

までの情報を集め、内分泌系撹乱作用の疑われる 67 の合成化学物質と３種の重

金属をリストアップし、調査研究方向を示した）の見直し案を公表、パブリッ

クコメントを求めました（その結果の概要と同省の見解はホームページ参照）。 

 

  1996 年 3 月、アメリカの生物学者コルボーンさんらが、内分泌系撹乱物質（環

境中に存在し、従来よりも低用量で、種の保存や生命の維持に重要な役割を果

たす内分泌系＝ホルモン系を乱す合成又は天然化学物質をいう。回復不能な影

響が、被曝後、ずっと後に出ることもある。日本では、環境ホルモンと称され

る）を取り上げた著書『Our Stolen Future』（邦訳『奪われし未来』97 年９月

翔泳社刊行）を出版したのを契機に、身の回りで使用される化学物質の危険性

が、内分泌系撹乱作用の面から見直されることになりました。 

 

 当グループは、96 年 6 月に機関誌「てんとう虫情報」で、『「私たちの奪われ

た未来」－内分泌系撹乱化学物質の危険性』として、この本を紹介し、邦訳の

発刊前から、「内分泌撹乱物質が未来を奪う」を 12 回にわたり連載しました。

98 年 10 月には、連載に加筆し、反農薬シリーズ 13「農薬と環境ホルモン－化

学物質が生命系を脅かす」と題するパンフレットを発刊し、99 年 1 月、河村・

辻の共著「親子で読む 環境ホルモンってなあに？」を毎日新聞社から上梓し

ました。 

 

 私たちは内分泌系撹乱作用を疑われる物質、中でもダイオキシンについては

その発生源を絶つこと、農薬については、できるだけ使用をやめることを目標

として取り組んできた運動の経緯を踏まえ、今回の SPEED98 の見直し案につい

て、環境省にパブリックコメントを提出しました。機関誌「てんとう虫情報」

では、そのすべてを掲載することはできないため、電子版「脱農薬てんとう資

料集」の第２号として、パブコメ内容を出版することにしました。 

 第Ⅰ章では、環境省の見直し案の問題点を解説、第Ⅱ章では、当グループが

提出したパブリックコメント全文、第Ⅲ章では、環境省の見直し案本文（パブ

コメ意見を該当個所毎に示した）、第Ⅳ章では、資料として参考となる環境省の

研究調査データやインターネットサイト等を挙げました。 

 化学物質汚染によるヒトの健康被害や生態系の破壊を防止するための運動の

参考にしていただければと存じます。 

 

 なお、環境省は見直し案を、その内容をほとんど変えることなく、SPEED98 に

代わる新方針『ExTEND2005』として、３月 14 日に公表しました。本資料集は、

当初、＜環境ホルモン SPEED98 見直し案について＞と題して発刊される予定で

したが、急遽、＜環境ホルモン SPEED98→ExTEND2005 批判＞と改題し、第Ⅳ章

の最後に、新方針の目次とリンクを追加しました。 
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